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(6) 差分法の一つで=ある Two -step Lax -We ndroff 法を用いることによって脈動流の流量計算値
の精度を改善し，この方法が特性曲線法よりも優れていることを明らかにしている。
(7) 上記機関の排気系の脈動流が機関性能に及ぼす影響を予測できる解析システムを確立している。
(8) 上記解析システムの完成により，機関計画時点において排気系に生ず、る脈動流を予測し，予測され
る障害に対しては，オリフィスを設けるなどの有効な措置をとることを可能にしている。
以上のように本論文は静圧過給舶用テ、イーゼjレ機関の排気系における脈動流解析システムを確立して
その特性を明らかにすると共に，上記機関の設計開発に有用な資料を提供したものであり，舶用機関工
学上寄与すると乙ろが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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